Studies on Dye Sensitized TiO2 Solar Cells. Fabrication of Solid State Cells and High Pressure Effect on Dye Sensitization by マツモト, マサミツ & 松本, 雅光
Osaka University
















去つ もと まさ みつ
松本雅光
博士(工学)
第 1 6 1 7 4 号
平成 13 年 3 月 23 日
学位規則第 4 条第 1 項該当
工学研究科物質・生命工学専攻
Studies on Dye Sensitized TiO 2 Solar Cells. 















































c. モノマーとして 2 -( 2 -メトキシエトキシ)エチルアクリレートを、架橋剤として α-アクリロイルー ω ーア
クリロイルオキシオクタ(オキシエチレン)を用いることで固体電解質の架橋度を制御すること、さらに、高分
子・酸化チタン複合膜電極を電解質溶液に浸漬する液相拡散法により高分子中の電解質濃度を最適化することで、
液体電解質使用時の86%に相当する光電変換効率2.62%を達成している o
d. 電流-電圧特性の解析から電池の内部抵抗を見積り、得られた内部直列抵抗と高分子電解質の伝導度の相関から、
電池を構成する材料の電気化学的物性を解析し、多孔質薄膜内部の迷路的な構造により実質的なホール輸送相の
厚みが幾何学的厚みより大きいことを確認している o
e. 高圧下における分光学的測定によって、ジメチルホルムアミド中における増感色素としてのクマリン343分子か
ら酸化チタン超微粒子への電子移動が、高圧下において促進されることを発見している。
以上のように、本論文は色素増感酸化チタン太陽電池実用化のための多くの知見と提案を含んでおり、光電変換材
料工学の発展に寄与するところが大き L、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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